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(57)【要約】
【課題】ケーブル交換アセンブリを備える訓練用装置を
提供する。
【解決手段】訓練用装置は、ユーザ結合リング22を負荷
支持用のケーブル16に連結するための連結アセンブリ24
を備え、内側カラー54は、外側カラー38と、ケーブル16
を捕捉状態に係合するバレル26との間に軸方向ギャップ
52を備える。
離脱方法は、低コストの部品交換を容易にするように設
けられている。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ結合リングを負荷支持用のケーブルに連結するための連結アセンブリを含む訓練
用装置であって、
　軸線に沿って軸方向に伸び、かつ、対向する末端に位置する第１、第２軸方向端部を有
するバレルと、
　該バレルの前記第２軸方向端部の位置で、前記バレルの回りに配置され、前記ケーブル
を、前記バレルに係合して捕捉された関係に保持するために前記バレルに取り付けられる
外側カラーと、を含み、
　前記第１軸方向端部は、前記ユーザ結合リンクに係合し、前記第２軸方向端部は、トラ
ップ部分を有して前記ケーブルを捕捉された関係に係合し、
　前記外側カラーは、前記軸線に沿って軸方向に伸び、かつ、対向する末端に位置する第
１、第２の軸方向端部を有し、
　前記外側カラーの第１軸方向端部は、前記バレルに向かって第１軸方向に面する第１軸
方向端面を有し、前記バレルの第２軸方向端部は、前記第１軸方向とは反対側の第２軸方
向に面する第２軸方向端面を有し、前記第１、第２軸方向端面は、その間に軸方向ギャッ
プによって軸方向に離間しており、
　前記軸方向ギャップ内の内側カラーは、前記第１軸方向に面しかつ前記第２軸方向端面
に面する第３軸方向端面と、前記第２軸方向に面しかつ前記第１軸方向に面する第４軸方
向端面を有することを特徴とする訓練用装置。
【請求項２】
　前記内側カラーは、前記外側カラーによって周囲を囲まれることを特徴とする請求項１
記載の訓練用装置。
【請求項３】
　前記内側カラーは、前記ケーブルを取り囲むことを特徴とする請求項２記載の訓練用装
置。
【請求項４】
　前記内側カラーは、軸方向に貫通する開口を有し、かつ、前記ケーブルは、前記内側カ
ラーの前記開口を軸方向に貫通することを特徴とする請求項３記載の訓練用装置。
【請求項５】
　前記外側カラーの前記第１軸方向端部は、軸方向に貫通する開口を有し、かつ、前記内
側カラーの前記開口に対して軸方向に整合することを特徴とする請求項４記載の訓練用装
置。
【請求項６】
　前記外側カラーの前記開口の径は、前記内側カラーの前記開口の径よりも大きいことを
特徴とする請求項５記載の訓練用装置。
【請求項７】
　前記内側カラーは、内径と外径を有し、前記内径は、前記内側カラーの前記開口の径で
あり、前記外径は、前記外側カラーの前記開口の径よりも大きいことを特徴とする請求項
６記載の訓練用装置。
【請求項８】
　前記内側カラーは、前記外側カラー内にフランジと、前記外側カラー内の前記開口を通
って前記フランジから前記第２軸方向に伸びるスリーブとを有することを特徴とする請求
項６記載の訓練用装置。
【請求項９】
　前記内側カラーは、前記フランジの位置に第１外径と、前記スリーブの位置に第２外径
を有し、前記第１外径は、前記外側カラーの前記開口の径よりも大きく、前記第２外径は
、前記外側カラーの前記開口の径よりも小さいか、または等しいことを特徴とする請求項
８記載の訓練用装置。
【請求項１０】
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　前記内側カラーの前記開口は、前記フランジの位置に第１部分と、前記スリーブの位置
に第２部分を有し、前記第１、第２部分は、同軸に配置され、かつ、前記内側カラーは、
前記第１部分に第１内径を、前記第２部分に第２内径を有し、前記第１、第２内径は等し
いことを特徴とする請求項９記載の訓練用装置。
【請求項１１】
　前記内側カラーは、前記軸方向に弾性的に圧縮可能であることを特徴とする請求項１記
載の訓練用装置。
【請求項１２】
　前記内側カラーは、前記外側カラーに取り囲まれ、前記内側カラーは、前記ケーブルを
取り囲み、前記内側カラーは、軸方向に貫通する開口を有し、前記ケーブルは、前記開口
を通って伸び、かつ、ボールとソケットの捕捉された関係で前記バレルに係合する拡大ボ
ール端部を有し、前記内側カラーは、前記拡大ボール端部の外径に少なくとも同じくらい
大きい径に、前記開口の位置で弾性的に半径方向に膨張可能であり、前記バレルから前記
外側カラーを離脱させるとき、そして、前記拡大ボール端部から前記バレルを離脱させる
とき、前記内側カラーが前記開口の位置において半径方向に弾性的に膨張して、前記拡大
ボール端部を軸方向に通過可能となるように、前記内側カラーの前記開口を通って、前記
拡大ボール端部を軸方向にスライドさせることによって、前記内側カラーから前記ケーブ
ルを軸方向に引き出すことを特徴とする請求項１１記載の訓練用装置。
【請求項１３】
　前記内側カラーの前記開口は、前記拡大ボール端部の径より小さい、弛緩した休止状態
の第１の径と、前記拡大ボール端部の径と少なくとも同じくらい大きい弾性的に伸びた第
２の径を有することを特徴とする請求項１２記載の訓練用装置。
【請求項１４】
　前記外側カラーの前記第１軸方向端部は、軸方向に貫通する開口を有し、かつ、前記内
側カラーの前記開口に軸方向に整合し、前記外側カラーの前記開口の径は、前記拡大ボー
ル端部の径よりも大きいことを特徴とする請求項１２記載の訓練用装置。
【請求項１５】
　訓練用装置において、負荷支持用のケーブルにユーザ結合リンクを連結するための連結
アセンブリであって、
　軸線に沿って軸方向に伸び、かつ、対向する末端に位置する第１、第２軸方向端部を有
するバレルと、
　該バレルの前記第２軸方向端部の位置で、前記バレルの回りに配置され、前記ケーブル
を、前記バレルに係合して捕捉された関係に保持するために前記バレルに取り付けられる
外側カラーと、を含み、
　前記第１軸方向端部は、前記ユーザ結合リンクに係合し、前記第２軸方向端部は、トラ
ップ部分を有して前記ケーブルを捕捉された関係に係合し、
　前記外側カラーは、前記軸線に沿って軸方向に伸び、かつ、対向する末端に位置する第
１、第２の軸方向端部を有し、
　前記外側カラーの第１軸方向端部は、前記バレルに向かって第１軸方向に面する第１軸
方向端面を有し、前記バレルの第２軸方向端部は、前記第１軸方向とは反対側の第２軸方
向に面する第２軸方向端面を有し、前記第１、第２軸方向端面は、その間に軸方向ギャッ
プによって軸方向に離間しており、
　前記軸方向ギャップ内の内側カラーは、前記第１軸方向に面しかつ前記第２軸方向端面
に面する第３軸方向端面と、前記第２軸方向に面しかつ前記第１軸方向に面する第４軸方
向端面を有することを特徴とする連結アセンブリ。
【請求項１６】
　前記内側カラーは、前記外側カラーに取り囲まれ、前記内側カラーは、前記ケーブルを
取り囲み、前記内側カラーは、軸方向に貫通する開口を有し、前記ケーブルは、前記内側
カラーの前記開口を通って軸方向に伸び、前記外側カラーの第１軸方向端部は、軸方向に
貫通する開口を有し、かつ、前記内側カラーの前記開口と整合しており、前記外側カラー
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の前記開口の径は、前記内側カラーの前記開口の径よりも大きく、前記内側カラーは、内
径と外径を有し、前記内径は、前記内側カラーの前記開口の位置にあり、前記外径は、前
記外側カラーの前記開口の径よりも大きいことを特徴とする請求項１５記載の連結アセン
ブリ。
【請求項１７】
　前記内側カラーは、前記外側カラーに取り囲まれ、前記内側カラーは、前記ケーブルを
取り囲み、前記内側カラーは、軸方向に貫通する開口を有し、前記ケーブルは、前記内側
カラーの前記開口を通って軸方向に伸び、前記外側カラーの第１軸方向端部は、軸方向に
貫通する開口を有し、かつ、前記内側カラーの前記開口と整合しており、前記外側カラー
の前記開口の径は、前記内側カラーの前記開口の径よりも大きく、前記内側カラーは、前
記外側カラー内にフランジと、前記外側カラー内の前記開口を通って前記フランジから前
記第２軸方向に伸びるスリーブとを有し、前記内側カラーは、前記フランジの位置に第１
外径と、前記スリーブの位置に第２外径を有し、前記第１外径は、前記外側カラーの前記
開口の径よりも大きく、前記第２外径は、前記外側カラーの前記開口の径よりも小さいか
、または等しいことを特徴とする請求項１５記載の連結アセンブリ。
【請求項１８】
　カラーは、軸方向に弾性的に圧縮可能であることを特徴とする請求項１５記載の連結ア
センブリ。
【請求項１９】
　前記内側カラーは、前記外側カラーに取り囲まれ、前記内側カラーは、前記ケーブルを
取り囲み、前記内側カラーは、軸方向に貫通する開口を有し、前記ケーブルは、前記開口
を通って伸び、かつ、ボールとソケットの捕捉された関係で前記バレルに係合する拡大ボ
ール端部を有し、前記内側カラーは、前記拡大ボール端部の外径に少なくとも同じくらい
大きな径に、前記開口の位置で弾性的に半径方向に膨張可能であり、前記バレルから前記
外側カラーを離脱させるとき、そして、前記拡大ボール端部から前記バレルを離脱させる
とき、前記内側カラーが前記開口の位置において弾性的に半径方向に膨張して、前記拡大
ボール端部を軸方向に通過可能となるように、前記内側カラーの前記開口を通って、前記
拡大ボール端部を軸方向にスライドさせることによって、前記内側カラーから前記ケーブ
ルを軸方向に引き出し、
　前記内側カラーの前記開口は、前記拡大ボール端部の径より小さい、弛緩した休止状態
の第１の径と、前記拡大ボール端部の径と少なくとも同じくらい大きい弾性的に伸びた第
２の径を有し、
　前記外側カラーの前記第１軸方向端部は、軸方向に貫通しかつ前記内側カラーの開口と
軸方向に整合する開口を有し、前記外側カラーの前記開口の径は、前記拡大ボール端部の
径よりも大きいことを特徴とする請求項１８記載の連結アセンブリ。
【請求項２０】
　負荷支持用のケーブルにユーザ結合リンクを連結するための連結アセンブリを有してい
る訓練用装置において、コンポーネントを交換する方法であって、
　前記連結アセンブリは、軸線に沿って軸方向に伸び、かつ、対向する末端に位置する第
１、第２軸方向端部を有するバレルと、該バレルの前記第２軸方向端部の位置で、前記バ
レルの回りに配置され、前記ケーブルを、前記バレルに係合して捕捉された関係に保持す
るために前記バレルに取り付けられる外側カラーと、を含み、前記第１軸方向端部は、前
記ユーザ結合リンクに係合し、前記第２軸方向端部は、トラップ部分を有して前記ケーブ
ルを捕捉された関係に係合し、前記外側カラーは、前記軸線に沿って軸方向に伸び、かつ
、対向する末端に位置する第１、第２の軸方向端部を有し、前記外側カラーの第１軸方向
端部は、前記バレルに向かって第１軸方向に面する第１軸方向端面を有し、前記バレルの
第２軸方向端部は、前記第１軸方向とは反対側の第２軸方向に面する第２軸方向端面を有
し、前記第１、第２軸方向端面は、その間に軸方向ギャップによって軸方向に離間してお
り、
　前記方法は、前記軸方向ギャップに内側カラーを設け、
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　前記内側カラーに、前記第１軸方向に面し、かつ、前記第２軸方向端面に面する第３軸
方向端面を備え、
　前記拡大ボール端部の径と少なくとも同じくらい大きな径に前記開口の位置で半径方向
に弾性的に膨張可能である弾性部材としての前記内側カラーを設け、
　さらに、前記バレルから前記外側カラーを離脱させ、前記拡大ボール端部から前記バレ
ルを離脱させ、前記内側カラーが前記開口の位置において弾性的に半径方向に膨張して、
前記拡大ボール端部を軸方向にスライドさせることによって前記内側カラーの開口を通り
、前記ケーブルを前記内側カラーから軸方向に引き出し、前記拡大ボール端部が軸方向に
通過できるようにする、各工程を有することを特徴とする方法。
【請求項２１】
　前記ケーブル、前記内側カラー、及び前記外側カラーの少なくとも１つを交換する工程
を含むことを特徴とする請求項２０記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、訓練用装置に関し、特に、ユーザ結合リンクを負荷支持用のケーブルに連結
するための連結アセンブリを有する訓練用装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　訓練用装置は、ユーザ結合リンクを負荷支持用のケーブルに連結するために種々の連結
アセンブリを備えることが知られている。このケーブル及び他の連結コンポーネントを含
むコンポーネントは、ねじれまたは磨耗を含んでいる故障または損傷を受け、新しいコン
ポーネントに交換する必要がある。
【０００３】
　本発明は、上記技術における開発努力の続行中に起こった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の課題は、ユーザ結合リンクを負荷支持用のケーブルに連結するための連結アセ
ンブリ、及びこの連結アセンブリを有する訓練用装置およびそのケーブル交換方法を提供
することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の上記課題を解決するために、本発明の訓練用装置は、ユーザ結合リングを負荷
支持用のケーブルに連結するための連結アセンブリを有し、該連結アセンブリは、軸線に
沿って軸方向に伸び、かつ、対向する末端に位置する第１、第２軸方向端部を有するバレ
ルと、該バレルの前記第２軸方向端部の位置で、前記バレルの回りに配置され、前記ケー
ブルを、前記バレルに係合して捕捉された関係に保持するために前記バレルに取り付けら
れる外側カラーと、を含み、
　前記第１軸方向端部は、前記ユーザ結合リンクに係合し、前記第２軸方向端部は、トラ
ップ部分を有して前記ケーブルを捕捉された関係に係合し、
　前記外側カラーは、前記軸線に沿って軸方向に伸び、かつ、対向する末端に位置する第
１、第２の軸方向端部を有し、
　前記外側カラーの第１軸方向端部は、前記バレルに向かって第１軸方向に面する第１軸
方向端面を有し、前記バレルの第２軸方向端部は、前記第１軸方向とは反対側の第２軸方
向に面する第２軸方向端面を有し、前記第１、第２軸方向端面は、その間に軸方向ギャッ
プによって軸方向に離間しており、
　前記軸方向ギャップ内の内側カラーは、前記第１軸方向に面しかつ前記第２軸方向端面
に面する第３軸方向端面と、前記第２軸方向に面しかつ前記第１軸方向に面する第４軸方
向端面を有することを特徴としている。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許第第７，７４９，１４０号明細書
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１は、ここに参考として包含される米国特許第7,749,140号明細書の図１に示
す訓練用装置の斜視図である。
【図２】図２は、本発明の開示に従う連結アセンブリの斜視図である。
【図３】図３は、図２の連結アセンブリの分解斜視図である。
【図４】図４は、図２の４－４線に沿ってみた断面図である。
【図５】図５は、図２の５－５線に沿ってみた断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　図１は、特許文献１に記載の訓練用装置１０を示し、この装置は、ユーザ用の保持ハン
ドル１４を負荷支持用のケーブル１６に連結するための連結アセンブリ１２を含んでいる
。負荷支持用のケーブル１６は、例えば、プーリーシステム１８の回りに巻回され、その
他端に、良く知られた錘スタック２０または他の負荷機構を連結する。ユーザ保持ハンド
ルは、種々の形状を取ることができ、単一のハンドグリップ、クロスバー等の二重ハンド
グリップ、引張りロープ、又は図２のユーザ結合リンク２２を含む、上記のいずれかまた
は他の保持ハンドル、付属品、または訓練用部材の形態とすることができる。
【０００９】
　図２－５は、ユーザ結合リンク２２を負荷支持用のケーブル１６に連結するための、本
発明の開示に従う連結アセンブリ２４を示す。図３のバレル又は強固なリング２６は、軸
線２８に沿って伸び、対向する末端に位置する第１、第２の軸方向端部３０,３２を有す
る。第１軸方向端部３０は、ユーザ結合リング２２に係合する。第２軸方向端部３２は、
トラップ部分３４を有し、上記特許文献１に包含されるように、トラップ関係で拡張ボー
ル端部３６にケーブル１６を係合させる。外側カラー３８は、バレルの第２軸方向端部３
２においてバレル２６の回りに設けられて、このバレルに、例えば、上記特許文献１に示
すように、セットネジ４０,４２によって取り付けられる。ケーブル１６をトラップ関係
で係合するバレル２６に保持する。外側カラー３８は、軸線２８に沿って軸方向に伸び、
第１、第２の軸方向端部４４,４６を有する。
【００１０】
　外側カラー３８の第１軸方向端部４４は、図４,５の下方にバレル２６に向かって第１
軸方向に対面する図４の第１軸方向端面４８を有する。バレル２６の第２軸方向端部３２
は、上記第１軸方向に対向して、例えば、図４、５の上方に、第２軸方向に対面する第２
軸方向端面５０を有する。第１、第２の軸方向端面４８,５０は、その間に軸方向ギャッ
プ５２によって軸方向に間隔を置いている。内側カラー５４は、軸方向ギャップ５２内に
設けられている。内側カラー５４は、上記第１軸方向（図４,５における下側）に面する
第３軸方向端面５６を有し、かつ、第２軸方向端面５０に対面している。内側カラー５４
は、上記第２軸方向（図４,５の上方）に対面する第４の軸方向端面５８を有し、かつ第
１軸方向端面４８に対面する。内側カラー５４は、外側カラー３８によって取り囲まれて
いる。内側カラー５４は、ケーブル１６を取り囲む。
【００１１】
　内側カラー５４は、図３,４に示す開口６０を有し、それを通して軸方向に伸びている
。ケーブル１６は、開口６０を通って軸方向に伸びている。外側カラー３８の第１軸方向
端部４４は、そこから軸方向に伸びて、内側カラー５４の開口６０に軸方向に整合した開
口６２を有する。外側カラーの開口６２の径は、内側カラーの開口６０の径よりも大きい
。内側カラー５４は、内径６４と外径６６を有する。内径６４は、内側カラー５４の開口
６０にある。外径６６は、外側カラー３８の開口６２の径よりも大きい。
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【００１２】
　内側カラー５４は、図３,４において、外側カラー３８内にフランジ６８とスリーブ７
０とを含み、このスリーブは、外側カラー３８内の開口６２を通り、上記第２軸方向（図
４,５において上方）にフランジ６８から軸方向に伸びている。内側カラー５４は、フラ
ンジ６８において第１外径６６を有し、かつスリーブ７０において第２外径７２を有する
。第１外径６６は、外側カラー３８の開口６２の径よりも大きい。第２外径７２は、外側
カラー３８の開口６２の径より小さいか等しい。内側カラー５４の開口６０は、フランジ
６８の位置に第１部分を有し、スリーブ７０の位置に第２部分７６を有する。第１、第２
部分７４，７６は、同軸に配置されている。内側カラー５４は、第１部分７４に第１内径
を有し、第２部分７６に第２内径を有する。第１、第２の内径は等しくなっている。
【００１３】
　第１実施形態では、内側カラー５４は、弾性材料又エラストマー材料または同等物、例
えば、ゴムから作られ、かつ軸方向に、例えば、図４,５において上下方向に、弾性的に
圧縮可能である。ケーブル１６の拡大ボール端部３６は、上記特許文献１に示すように、
ボールとソケットの捕捉された関係で、好ましくは、金属または他の硬い剛体材料のバレ
ル２６に係合する。内側カラー５４は、また、拡大ボール端部３６の外径と少なくとも同
じくらい大きい径に、半径方向に広がることができる。例えば、セットネジ４０,４２を
取り除き、そして、図４,５において、軸方向上方に外側カラーをスライドさせることに
よって、バレル２６から外側カラー３８を離脱させるとき、そして、例えば、バレル２６
のソケットおよびスロット３４から横方向にボール端部をスライドさせることによって、
拡大ボール端部３６からバレル２６を離脱させるとき、内側カラーが開口６０において径
方向に弾性的に膨張するので、図３に示す内側カラーは、ケーブル１６に沿って軸方向に
、かつ、拡大ボール端部３６を乗り越えてスライドすることができる。その結果、内側カ
ラー５４が、開口６０の位置で弾性的に半径方向に膨張して、拡大ボール端部３６を軸方
向に通過できるように、内側カラー５４の開口６０を通り、拡大ボール端部３６を軸方向
にスライドさせることによって、内側カラー５４から軸方向にケーブル１６を引き出すこ
とを可能にする。
　これにより、例えば、古いケーブル又は他の損傷によるねじれまたは磨耗により、欠陥
または損傷した場合に、ケーブル１６、内側カラー５４、又は外側カラー３８を新しいコ
ンポーネントとして容易に交換することができる。
【００１４】
　内側カラー５４の開口６０は、拡大ボール端部３６の径よりも小さい弛緩した休止状態
の第１径と、少なくとも同じくらい大きい弾性的に伸びた第２径を有する。外側カラー３
８の開口６２の径は、拡大ボール端部３６の径よりもより大きい。また、結合アセンブリ
は、ケーブル、バレル、及びユーザ結合リンクの相対回転を可能にする。これは、ケーブ
ル寿命を高める。ケーブルまたは端部コンポーネント、例えば、内側カラー、外側カラー
、又はバレルが交換の必要があるとき、全体のアセンブリではなく、必要とする磨耗した
又は損傷したコンポーネントのみを交換し、その結果、維持コストを削減することができ
る。
【００１５】
　上記記載において、ある用語は、簡潔、明りょう、及び理解のために用いられてきた。
このような用語は、説明のために用いられ、かつ広く解釈されることを意図して用いられ
るので、従来技術の要求を越えて不必要な限定を加えるべきではない。異なる形状、シス
テム、及びここに記載の方法のステップは、他の形状、システム、及び方法ステップを単
独に、またはそれらの組合せとして用いることができる。種々の等価物、代替品、及び修
正が、添付の特許請求の範囲内で可能であることは当然のことである。添付の請求項に記
載の各限定は、米国特許法典第３５巻、第１１２条第６項の下での解釈を想起させるもの
であり、それぞれの制限において、用語「手段」または「のためのステップ」の場合に限
り、明確に規定されている。
【符号の説明】
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【００１６】
　１０　訓練用装置、１２　連結アセンブリ、１４　ハンドル、１６　負荷用のケーブル
、２２　ユーザ結合リンク、２４　連結アセンブリ、２６　バレル、３０　バレルの第１
軸方向端部、３２　バレルの第２軸方向端部、３４　トラップ部分、３８　外側カラー、
４４　外側カラーの第１軸方向端部、４６　外側カラーの第１軸方向端部、４８　第１軸
方向端面、５０　第２軸方向端面、５４　内側カラー、５６　第３軸方向端面、５８　第
４軸方向端面、６０,６２　開口、６８　フランジ、７０　スリーブ、

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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